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良いまとめをしよう！～次のステップのために～ 
 

 梅雨明けの待たれる頃となりました。また、雨に濡れた紫陽花も美しく咲いています。平素は聖母の

小さな学校の教育に格別のご協力をいただき、感謝申し上げます。 

 さて、１学期もあとわずかになり、まとめをする時期になりました。良いまとめができるといいです。

「まとめをする」というのは、こうした方が良かったとか、これはできた、これは失敗だったと点検す

ることではありません。「あった通りのことを、まず思い起こして並べてみること」です。自分の行動

やその時考えたことを、まず並べて見てみましょう。朝、起きられなかったこと、昼と夜と逆になった

こと、昼過ぎに起きてきたこと、二度寝してしまうこと、昼過ぎに目が覚めた時の気持ち、あぁ、また

こんな自分でしかないと自分で自分が嫌になること、どうしても変えられない自分に絶望して本当に 

落ち込むなど、自分の気持ちも出してみることです。 

 私たちは、こうである方が望ましいとか、こうである方が良いことだということにとらわれすぎてい

るのではないでしょうか。いつも、どうしたら学校に行けるようになるか、と考えてしまいます。 

「こうある方が」というのは、「こうであった」ということには及びません。「こうであった」という 

事実が、私たちの存在そのものだからです。「存在」は、良し悪しを越えて真実であり、尊いです。 

その存在から、すべての出発が始まります。それは、自分に出会うことであり、自分に出会えば、自分

の方向性が自然に見えてきます。 

 今月も、家から出にくかった生徒が 2日間登校しました。その事実をじっくり心に留めて、この生徒

を「見守り」たいと思います。この生徒が、この事実から出発し、適切なプロセスを経て自立（学校復

帰を含む）を遂げるよう、共に歩みを進めたいと思います。 

 今月は、「サマーキャンプ＝カヌー教室 in和知」があります。学校へ行きづらい子どもたちのための

企画です。小・中学校宛てに募集をいたします。不登校の子どもたちが外に出る機会になったり、同じ

ような状態にある生徒に出会う機会にもなります。各校には、当該の児童生徒に、是非、参加を勧めて

くださるよう、お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

《 余 禄 》 

 7/18（土）にグラウンド整備（草刈り）をいたしました。OB保護者を中心に 18名参加があり、きれ

いに草を刈って整備していただきました。久しぶりに太陽の下で大汗を流した現役生、きっとお昼ご飯

はおいしかったでしょう。また、大勢の人の中に出る練習にもなりました。OBの保護者は、「子どもた

ちはすぐに活発になったり、毎日、聖母に通えるようにはならないけれど、保護者がこうして聖母の 

 

 

 



行事に参加されることを見ています。そして、少しずつ、子どもも安心して聖母に登校するようになり

ます。そして、必ず社会に出てゆきますから、がんばりましょう」と励ましてくださいました。 

《 うれしいお知らせ 》 

去る 5 月 27 日、当、聖母の小さな学校が、「舞鶴市市制施行 80 周年記念功績者」として表彰されま

した。本校の不登校の子どもたちへの教育に目を留めていただいたことをうれしく思うと共に、光栄に

思います。これを励みに、全校力を合わせて、不登校の子どもたちの教育にあたりたいと思います。 

後日、受賞記念特集を組みたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

＜今月の主な行事＞ 

4日（火）・11日（火）ウズベキスタン文化（アシルベク先生） 

5日（水）・12日（水）陶芸教室（高井先生）    16日（日）学期末保護者会 13:30～ 

6日（木）華道教室（山中先生）       19日（水）体育（渡邊先生） 

10日（月）ギター教室（北浦先生）        20日（木）1学期終業式        

13日（木）こころと体の学習（城永先生）     24日（月）カヌー教室 in和知 


